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研究方法

文献調査

インタビュー：

かりゆしバンド　田畑哲彦さん　牧美也子さん

与論民俗村　　　菊秀史さん



研究結果



①文化・習慣との関係

◯魔除け

　（スイジガイ、左綱など）

◯禁忌・迷信

　（主人が漁に出ているときに髪を洗ってはいけない、夜
の蜘蛛は悪魔の使いである　など）

◯歌

　（夕方以降に歌ったら死んでしまうという歌）

◯行事

　（新家屋ぬ祓え、火ぬ祈祷など）

与論では
「ガギモー」



②土地との関係

ムヌがよく出る場
所

神社



③存在意義

◯注意喚起

◯子供に対するおどし

◯事故・災害への意味づけ



考察



◯ムヌの話が数多く伝わっている理由

①離島の特性により、与論特有のムヌが生まれた。

②ムヌと近い存在である神様が多く祀られ、大切にされてきた。

◯ムヌと人々の生活

ムヌは島の人々の暮らしの様々な要素と絡み合っており、大切な

文化の一つである。



今後の展望



◯ムヌの特徴や名前、説話の伝わり方の地域差について調査す

る。

◯与論のムヌの話を集めた説話集、ムヌに関する昔話を題材にし

た絵本の作成

◯ムヌの研究を進めることで、ムヌの話とともに与論の人々の生活

や文化を継承していくことができる。
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ご清聴ありがとうございました
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